
 平成29年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～28年度）】 【29年度】 【今後予定（30年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：農業振興事業（有害鳥獣対策事業）

: - 1 - 008010整理番号

合計 3,252 11,555

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

●市民等からの相談対応●
アライグマ捕獲●緊急時対応

3,252

その他

新規回線・人件費鳥獣相談専用ダイヤル

3,624

債務負担行為

消耗品

緊急時捕獲対応謝礼

緊急時捕獲対応保険

　平成29年度　～　平成31年度

軽四貨物自動車修繕料

事業

概要

野生鳥獣対策関連の事務及び緊急時の対応業務、また近年
生活環境被害が増加しているアライグマの捕獲業務等を行
い、有害鳥獣による被害を減少し、人と野生鳥獣の適切な棲
み分けを行うことを目的とする。

１．生活環境被害に係るアライグマ対応業務【継続】
　●捕獲檻の設置～捕獲（市民協力）～運搬～処分先への搬
入
２．野生鳥獣緊急時対応【継続】
　●市街地等でのイノシシ等出没時における捕獲対応
３．野生鳥獣関係修繕費、消耗品【継続】
　●軽四貨物自動車修繕料、鳥獣用捕獲補助用具　等
４．（仮称）鳥獣相談専用ダイヤルの設置【新規】

生活環境被害に係る野生鳥獣に関する相談は、年間600件ほどあ
り、鳥獣相談専用ダイヤルを設置することで市民サービスの充実を
はかる。また、大型野生獣（イノシシ等）による市街地での逸走など
緊急性の高いケースは引き続き緊急時捕獲対応を実施する。生活
環境被害に係るアライグマへの対応に関しても、大阪府アライグマ
防除計画に基づき捕獲等を行っており、近年のアライグマ対応件数
に基づき、今年度の契約額と同等の要求額とした。

10

被害対策

修繕費・消耗品
75

50

通信運搬費・旅費20

9,000

●事業の継続実施、鳥獣相
談専用ダイヤルの設置

●事業の継続実施、鳥獣
相談専用ダイヤルの運用

平成28年度予算額

2,380 1,900 生活環境被害に係るアライグマ対応業務

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

11,555

5

120

217

40

-

事業区分 ： 新規・拡充

平成29年度要求額平成27年度決算額

事業名 野生鳥獣対策事業

： 環境局・環境共生課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
局・課名

490 500

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 28年度予算 29年度要求額 内容・積算等

27,000

期間


